
日本ナイル ・ エチオピア学会第12回学術大会・公開シンポジウム

「狩猟と戦いの起源」

日 本 ナイル ・ エチオピア 学会第 12回学術大会は、

2 003年4月1 9 日 (土)、2 0 日 ( 日 ) の両 日 、 高 知
県土佐市民会館で開かれ ま し た。 こ れ は、 昨年の前

沢大会と同 じ く 、 学会と地方 自 治体が共催 し、 地域
住民に も 学会活動や研究に関心を も って も ら お う と
い う 目 的で企画 さ れ ま し た。

土佐市高岡町では、 日 本最古の殺傷痕 ・損傷痕を

有する 人骨(居徳人骨) が発掘 さ れ たと2 ∞2年 に
発表があり、 一躍その名が広 く 知 ら れ る と こ ろ と な

り ま し た。ナイル ・ エ チ オ ピア 地域は、 ご了承知のと

おり、 会員 諸氏によ って化石人骨や遺跡の発掘 、 ま

た戦いに関する 人類 学的研究が盛んにお こなわれて
いる 場所で も あ り ま す 。 こ う し た つ なが り か ら 、 今

回は赤i峯威会員をコ ーデイネイターと し て 、 「狩猟

と 戦 いの起源」 と題 し た公開 シ ン ポジウ ム が開かれ

ま し た。
こ こ では、 下記のプログラ ム の中か ら 、 講演記録

を も と に 5名の シ ン ポジス トのかたがたに新たに原

稿を書 き 下 ろ していただ き 、 さ ら にパネ リ ス トの曽

我貴行さんに も 原稿をいただ き ま し た。

公開シンポジウムプログラム

日 時:平成 15年4月1 9日 (土)

会場:高知県土佐市 土佐市民会館
主催:日 本ナイJレ ・ エチオ ピ ア 学会

高知県土佐市

後援 NI世く高知放送局、 高知新聞社、

高知県文化財団埋蔵文化セ ンター

13・20-l3: 30 r開会 の ごあ い さ つ 」

13: 30・14: 00 r狩猟の起源を旧石器時 代に探 る 」
1 4  : 00-14 : 45 r 居f恋人骨にみ ら れ る 損傷痕の意味」

シンポジウム趣旨

赤j撃威

人類学とい う 学聞が誕生 し て 以 来 150年、 その問、
さ ま ざ ま なテーマ が取り上げ ら れ研究 さ れ て き た。

その 中 の 一つ に長大な 人 類 史 に お け る 「争いJ í戦

い」、 ヒ ト の 行動にみ ら れ る 「攻撃性」 に関する研

究があ る 。 そ し て 、 このテーマのメッ カ の一つが実

は、 当 学会がフィール ドとする ナ イ ル ・エチオピア
地域です。

そのよ う な行動はヒ ト に も と も と備 わ っ て い る

本能なのか。 でなければ、 いつどの よ う な背景のな

かで獲得 さ れ た の か。 生存戦略 と してどの よ う な進

化的意味があったのか。 未だに議論の絶えないテー

マです。 そ し てその解明は、 今 日 の状況か ら し て現

代的意義があ る か も し れ ま せん。

「争ぃ」 を窺わせる 証拠を留め る わが国最古の人

骨が見つかった当地土佐で、 「争いJ r戦い」の起源

や歴史的背景の問題を世界的な視野で考える た め に
計画 さ れ たのが本シ ン ポ ジウムです。

森田康生(土佐市長)
赤j畢威(国際日 本文化研究セ ンター)

松井章(奈良文化財研究所)

14目45-15 : 15 r人骨か ら み た戦い一弥生人骨・ と 居徳人骨」 中橋孝博(九州大学)
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コーヒープレイク(15分)

15 : 30- 1 6  : 00 r実験考古 学か ら み た 弓矢の威力j
1 6  : 00-16 : 3 0  r縄文時代にお け る 戦争の動機 と 背景」
16 : 30- 1 7  : 30 総合討論

司会 赤i畢威

宇野隆夫(国際 日 本文化研究セン ター)
小林達雄 (園皐院大拳)

パネ リ ス ト . 松井章 ・ 中橋孝博・ 宇野隆夫 ・ 小林達雄 ・ 曽我貴行 (高知 県埋文セン タ ー)



狩猟の起源を旧石器時代に探る

赤津 威 ( 高知工科大学)

シ ン ポ ジ ウ ムをはじめ る にあ た っ てま ず 、 ご協

力 ・ ご支援いただい 方々、 関連の組織団体に対して

心からのお礼を申 し 上げなければなり ま せん。
本 シ ン ポ ジ ウムは日 本ナ イ ル ・ エチオピア学会と

土佐市の共催であります。 とはい い ま しでも、 こ の

よ う な形で実現にこ ぎつけ ら れ た のは土佐市及び当

教育委員会の ス タッフみ なさんのご協力とご支援の

おかげであり ま す。 学会を代表してお礼を申 し 上げ
ま す。

ま た、 本 シ ン ポ ジ ウ ム の開催にあ た っ て高知新聞

社、 NHK高知放送局、 高知 県文化財団、 同埋蔵文
化財セン タ ー からの後援をいただいて き ま し た。 わ

た し どもの小さな学会として非常にありがた く 、 心

からお礼申し上げ ま す。
シ ン ポ ジ ウ ムの コ ー ディネー ター と し て私から、

本シンポ ジ ウ ム開催の目的などを簡単にお話 し い た

し ま す。

開催の趣旨について
ま ずーっは、 ア フ リ カ のナイlレ・ エチオ ピ アを主

た る フィーJレ ドとす る 私どもの学会が、 なぜ、 当 地

土佐で標記の シ ン ポ ジ ウムを計画す る こ とにな っ た

のか、 この点を説明しておく必要があり ま す。

科学的な人類学とい う 学聞が誕生 し て 150 年、 そ
の問、 さ ま ざま な テ ー マ が取り上げられ研究されて

き ま し た 。 そ の 中の一つ に長大な 人類の歴 史にお け

る 「戦いJ の問題、 その起源や歴 史的背景、 言 い 方

を変 え て、 ヒ卜の行動にみられ る 「攻撃|生」に関す

る研究を忘れ る 訳にはい き ま せん。 攻撃性とい う 行

動の進化に関す る研究であり ま す。

こ の 行動はヒトが も ともと持っ てい る 本 能 な の

か。 そうでなければ、 いつどの よ う な 背景 の な かで

獲得されたのか。 それが生存戦略と してどの よ う な

進化的意味があ っ た のか。 これらは未だに議論の絶

え な し 、テーマでありま す。 この問題の究明は、 今日

の国際的状況からして現代的意義があ る よ うにも感

じられ ま す。

とこ ろで、 こ の問題に関 す る 歴史的研究のメッカ
の一つ が実は、 当学会がフィー ルドとする ナ イ ル 

エ チ オ ピア 地域であり ま す。 さらに ま た、 学会長福

井勝義及び本 シ ン ポ ジ ウムの学会幹事の栗本英ー世は

そろっ て当問題に取り組んで、い る 人類学者であ りま

す。
そ の福井さんから、 「戦い」 を窺わ せ る 証拠を留

め る わ が国 最古 の 人 骨 が見 つ か っ た 当 地土佐で、

「戦い」の起源や歴 史的背景の問題をl並界史的な視
野で考 えて見ょ う ではな い かとの提案があり計画さ
れたのが本 シ ン ポ ジ ウムであり ま す。

狩猟とlì災いの起源について
以上の視点にたってもう一つ お話 し しておくこ と

があり ま す。 それは、 「狩猟」 と「戦い」 が併記され

てい る シ ン ポ ジ ウ ムタイト ルにつ いてでありま す。

今回 の シ ン ポ ジ ウムは、 当 地で発見された居徳人

骨に焦点を当てる こ と になりま すが、 そのパッ ク グ

ラ ン ドと し て、 最初に触れてお き たいことがありま

す。

そ れ は、 人 間 社 会 に お け る 争いや戦いを過去に

遡っ て、 そ の起源や歴 史的背景を採っ てい き ま す

と 、 目 的は違い ま すが人類の歴史におけ る 狩猟の起

源とそ の 歴 史的背景との関連性をさけて通れ ないと

い う こ とでありま す。 その視点にた っ て、 争 いや戦

いの起源、 そ れと狩猟との関連性について考 えてお

3 



く こ と が必要 と い う こ と であります。

結論をまず申し上げてお き ます。 自然界から動物

をエネJレギ-ì原 と し て確保する ヒトの行動は、 具体

的な証拠に基づ く か ぎり三段階を経て発展し、 その

最後の段階で争いや戦いの証拠が現れる と い う こ と
であります。

最初の段階:ヒトの誕生から20万年前の人類

まで

600 万年以上前 に登場した ア フ リ カ の猿人 た ち か

ら l∞万 年以前 に 出現する ジャワ原 人 な どは、 ばら

した獲物を口から血をしたたらせな がら骨 までパ リ

パ リ 噛み砕く、 そ う い う 肉食人 と い う イ メ ー ジで語

られる ことが長らく続 き ました。 こ の よ う な 初期

人類の造跡を発掘した と き 、 彼らの食生活を物語る
もっ とも 目 立つ証拠が動物 の骨だ っ たからでありま

す。

し かもその骨の な か に は 、 表面 に 石器で肉を切り
取っ た か、 南1)ぎ取っ た際につい た傷(カ ッ ト マーク

と呼ぶこ ともあ る )をとどめる 例があり、 それが肉

食の証拠 と み な され、 それが主た る 食資源であ っ た
と想像される ことにな っ たのであります。すな わち、

初期人類は優れたハンターであり、 エネルギーの多

く を動物資源から摂取して い た と 想像される こ と に
な っ たのであります。

とこ ろ が 20世紀も後半に な っ て 、 初期人類の遺

跡遺物、 と りわけその堆積物を見直 し て み る と、 初

期 人類は常に 食肉獣にお び え ながらこ そ こ そ逃げ隠
れ し ながら生 き て い た。 し かも し ば し ばその餌食 と

な る か弱い生物であり、 必要 と する エネ ルギーを肉

か ら 日常的に入手で き る 優れた ハ ン ター とは ほ ど遠

い存在であ っ た 、 とい う のが真の姿と 語られる よ う

に な っ た のであります。

で は初 期 人類 の 遺跡で発見される 骨 は どの よ う

に説明すれば よ い の か。 お そ ら く そ の 多 く は 食肉

獣の食べ残しであ っ たり、 あ る い は 自然、死した動物

図 l 図 2
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を偶然入手して食べた残りかすであ っ た のでありま

す。 骨の表面に残 る キ ズ は た また ま入手した獲物を

解体す る 際 についたものであ っ て 、 日 常的な狩猟活

動を裳付け る 証拠とはな らな い こ と に な り ました。
そ う な る と、 初期人類の主た る エネルギー源は植物

資源 と な る わ けです。

そ し て 、 植物を主た る 食料源 と する 生活を想定し

ます と 、 かれらが誕生し、 そ の 後、 数百万年もかけ

て 進化を繰り返す こ と に な る 熱 帯 ・ 亜熱帯域は、 エ
ネ ル ギ ー 源 に 恵 まれた 場所であ っ た こ と に な り ま

す 。

そ し て こ の時代、 彼らの社会で闘争、 殺裁が存在

したか。 それを裏付ける 証拠は見つかり ません。

狩猟のはじまり: 20万年前から 4万年前

4 万 年以前、 ネア ン デル ターJレ に 代表される 旧 人

の遺跡でもっとも 目 立つ遺物の一つがやはり動物化

石であります。 し かもそ の保存状態 は 、 偶然手にし

た獲物の残骸が堆積したもの と は到底考えられない
ほどに大量であり破損の状況も規則的であり ます。

以前よりも明らか に肉食が日常化 し て い た と 考 え ら
れる わけであり ます。 言い換 え る と 、 主体的な狩猟

が始まって い たのでは な いか。 そ れを う かがわせる

の であ り ます。 ただ、 それを具体的に裏付け る 証拠

がなかな か見つかり ませんで し た。 そ し てついに一

つの光明が見 え ま し た。
1 993 年の夏、 中東 は シ リ ア の ウ ム ・ エル ・ ト レ

ル遺跡で石器の突 き 刺さっ た 野性 ウ マ の頚椎骨が発

見されました。 石器はネア ン デルター ルが残したム
ス テ リ ア ン タイプ之呼ばれ る もので、 ウマの第三頚

椎の 中心部まで深 く 侵入して止 ま っ て い ました。 石

器は長さ1.5セン チ と 小さ く 、 破損して い ま し たが、

それを復元した と こ ろ 、 それは、 全長約7.5 セ ン チ

の先端の尖っ たポイ ント の ほぼ中央部に相当する こ

とが判明し ました(E. B oeda 1 999)。

ポイン トは、 その射込 まれてい る 場所や射込まれ
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た角度等から、 立位の状態であった ウ マに対 し て 後

方の上方から射込まれた、 あ る いは突き刺 さ った も

ので、 その際の衝撃で破損 し た も のだ と い う こ と ま

で判明 し ま し た 。

こ の よ う な形を し た ポイ ン ト は、 こ れ まで、 投槍

器などの先端部に装着 さ れ る 石製の部品の可能性が
指摘 さ れてきた石器で し た。それを裏付ける 世界で

最初の発見 と なったのであります。 ウ マの化石が見

つ かった地層のiJllJ定年代が 5 万 から 6 万 5 千年前 と
なり、 同化石がネア ンデ ルター ルの行動の所産であ

る こ と も 確定 し ま し た。それは、 ネア ン デルターJレ
が主体的に狩猟 し ていたこ と を示唆する最古の証拠

と なったのであり ます。
獲 物 を主体的に捕獲 す る た めに初期人類が編み

出 し た狩猟技術、 それを維持する ために考案 さ れた

さ まざ まな道具が、 その後、 いわゆ る 闘争 と 武器の
Jレーツとなるわけですが、 ウ マの 頚椎に突き刺 さ っ

ていたネア ン デルタールの ポイ ン ト は武器の萌芽を

暗示 し てお り ます。
し か し 、 この時代の石器が武器 と し て使用 さ れた

証拠、 言い替えれば、 彼らの間で闘争が存在 し たこ
と を裏付ける 証拠はネア ン デルタールの社会では見

っかりません。 かれらの 次に登場 し た新人ホモ ・ サ

ピエ ン スの時代に も 確証は見つかり ません。

旧石器時代人は、 食肉獣の狩猟 ・ 捕食行動からヒ
ン ト を得て彼らなりの狩猟戦略を編み出 し たが、 同

時に別の教訓 も 得たの か も し れ ません。獲物の社会

では、 同 じ 仲間内 (同一種の意)で一時的な争 う こ

と はあって も 殺裁にいた る よ う な破滅的な闘争には

至らない と い う こ と を。結局、 初期人類は 自 ら も 殺

裁を伴 う 闘争には思いお よ ばなかった のか、 あ る い

はその必要がなかったのか。

本格的 狩 猟 の はじまり:4万年前以降
人 間 と 獲物 と の 関 係を窺い知 る 証拠の ひ と つ と

し て 旧 石器時代に捕かれ た 岩絵があり ます。 岩絵が
現 わ れ る のは、 ク ロマニョ ン に代表 さ れる 新人ホモ・

サピエ ン スの時代、 4 万年前以降であり ます。その

時代になって現れる 岩絵のなかで狩猟を想像 さ せる

ひ と つが、 フラ ン スの ラスコー洞窟で発見 さ れ た約

2万年前に捕か れ たパ イ ソ ン 像であり ます。矢ら し

き も のが射込 まれている 状況から当時のパイ ソ ン 猟

を窺わせる も の です ( 図 1)。 た だこの絵を、 パイ

ソ ン の前に掛か れ る 人物を当時 の シ ャーマ ン だった

と みな し 、 狩猟の成就祈願 と 関連する シ ャマニズム
的な場 面 と 解釈する研究者 も います。同 じ よ う な傷
つくパ イ ソ ン 像が フ ラ ン ス のニオー洞窟で も 見つ
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かってい ます(図2)。

と こ ろ で、 パ イ ソ ン に刺 さ る 矢がどのよう な方法

で射込まれたのか。弓矢だ‘ったのか。いまやその状

況を知る 由 も ありませんが、 そ れを明示する 最古の
例が、 スペイ ン の ガスー リ ャ・ ゴージで発 見 さ れた

岩絵であります。 三人の射手がア イ ベッ ク ス(野生

ヤ ギ) と 対崎する 狩猟絵です(図3)。掛か れ た の

は約l 万年前以降、 旧石器から新石器への移行期に
相当する 中石器時代と推測 さ れ て い ます。

4万年前以降、 ク ロマニョ ン に代表 さ れ る 新人 ホ

モ・サピエ ンスの時代の遺跡で発 見 さ れ る 動物化石

の堆積状況は、 ネア ン デルターjレ時代以上に肉食が

日 常化 し ていた こ と を窺わせる も のです。岩絵から

縫i�IJ さ れる 方法で も って獲物が恒常的に入手 さ れて

いた こ と を窺わせ ます。 た だ 、 狩猟はリス ク を伴 う

わけで、 その獲物の確保には集団で猟を行 う といっ
た 方 法 も 編み出 さ れて い た と 考えられる わけです。

集団猟、 こ れ も また食肉獣の狩猟からヒ ントを得て
いた か も し れ ません。

では、 こ の よ う な弓矢猟や集団猟が形を変 え て人
間同士の争いの世界に登場す る のはいつか。

争い ・ 闘 争 の はじまりはいつか
人間 と 人間の闘争を窺 わ せ る 証拠 も また岩絵の

世界で 見 る こ と ができ ます。スペ イ ン東部のモレ

リ ャ ・ ラ ・ ヴェリ ャ遺跡で発見 さ れた岩絵で、 弓矢

を も って対崎する数人の人物の闘争 シ ー ン だ と 思わ

れ ます (図4)。 こ の岩絵の 年代は上記の狩猟絵 と

同様に約 1 万年前以降 と 推測 さ れてい ます。
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事 の遺跡は集団墓地だ、った と考え たのであり ます。
1 ∞  では彼 ら に何が起 こ ったので し ょ う か。 実は 、 そ

れ を考 え る 鍵が同 時に見つ かって い ます。 見つ

かった 人骨の多くは石器を伴って いた、 なかには

骨に刺さって い た 例 も あり ま し た。

先 ほ どの 101号、 102号 、 1 03号の 3 体の 人 骨・
" か ら は、 石器がいっ し ょに見つかって い ます。 子
吋 とe も には石器は伴って い ませんで し た。 102号に

301 は石器が 1 点 、 また 103号には 2 点 あ り、 そ の

20比 う ちの 1 点 は骨に突 き 刺さって い ま し た 。 20号、

10 21号 人 骨 といっ し ょに見つかった石器 は 、 そ の

数の多さに驚 き ます。 な ん と 20号には 6 点、 21
10，000 9.醐 8，醐 7脚 6.蜘 5脚 4，棚 3脚 号人骨には 19 点の石器が伴って い ま し た 。 44号

(bc) とい う 女性 には2 1 点 の石器が伴って い ま し た。

こ れ ら の石器 は 、 骨・に刺さって い た も の も あ り ま

し た が、 そ の ほ とん どは も と も と体に刺さって いた

も の が、 埋葬後に体が朽ち果て 、 それぞれの人骨と

いっ しょに そ れに接 し て埋没 し たと考 え ら れる も の
で し た。

以上の状況か ら い ろ い ろ な こ とがわか り ま し た 。

争い の主役は成 人男性だった。 ただ、 先 ほ どの44

号の例 も あり、 女性も 戦闘に加わってい たか も し れ

ません。 戦死 し た 彼 ら を、 生 き 残った人たちが、 お

そ ら く巻 き 添 え で死んだ子 ど も や女性た ちといっ

し ょに丁重に埋葬 し た。 時代は約 1 万 2千年前、 旧

石器時代の最後です。 先 ほ どの岩絵が搭かれた時代
とだいた い 同 じ こ ろ にな り ます。

長大な 人類史の中で、 主体的な狩猟、 つ まり自 ら

獲物を捕 る とい う 狩猟は、 20万年前 の お そ ら く ネ
ア ン デル タ ーJレの時代には始まってい ま し た。 その

狩猟具と し て考案された石器が、 武器とし て利用さ

れ 、 そ し て争いが起こったのが、 旧石器時代のお し

まいです。 l 万 2千年ぐ ら い前だろ う とい う こ とで

す。

結論:なぜ争いが始 まったのか

最後になぜ、争いが始まったのか、 とい う ことにつ

いて、lつの仮説を提示 し て 、締めくく り と し ます。
参考にす る の は、 ア メ リ カの 人類学者、 ケン ト ・

フ ラナ リ ー がイラ ン 南西部でお こ な っ た 研究です

(Flannery 19 68)。 図はその 論文に掲載されてい る

も の です(図 5 )。 約l万年前 か ら 3千年ぐ ら い前

までの調査地域の 人口の推移と、 その聞の土地利用

の変化を示 し て い ます 。 横軸が年代、 時代を示 し ま

す。 人口密度は遺跡数 か ら 算出され、 曲線がそ の時

代的推移を示 し、 各時代の人口密度は左側の縦軸の

数字で読みと り ます 。 3 本の棒は、 各時代の遺跡分

{λ.!lm) 
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こ のよ う な岩絵か ら、 人間社会にお け る 闘争 ・ 争
いについて、 それを過去にさかのぼっていくと、 約

1万年前の 旧石器時代か ら 新石器時代への移行期、

い わ ゆ る 中石器時代には存在 し た ことが推測され

ます。 そ し て 、 そ れを裏付け る 具体的な 証拠がナ
イ lレの上流、 ヌピアで発見され ま し た。 当地の ジャ

パル ・ サハパ 117 遺跡で多数のポ イ ントの刺さった

戦死者の墓地が見つ かっ たのであり ます (Wendorf

19 68)。 そ の 時代 は 、 約l 万 2千年前、 や は り 旧石

器か ら 新石器への移行期に当 た る 晩期旧石器時代で
あ り ま し た。

遺跡を発掘 し たところ 、 次 々 と人骨が現れ、 最終

的に1 5 メ ー ト jレ四方の発掘区画か ら 58体の人骨が

見つかり ま し た 。 し か も 、折り重 な る よ う に見つかっ

て 人骨 も 含め 、 そ の 多 く が同じ方向、 同じ姿勢で見
つ かったのです。 この多数の死体が自然に埋まった

のでは こ の よ う な状況にはな ら な い で し ょ う 。 そ の

状況の い く つ かを見てみ ます(Wendorf 19 68: 高橋
199 3)。

101号、 102号、 103号と命名された 3 体の人骨-は、

約 5 歳の子 ど も を挟んで、 成人の女性が 2 人 、 同 じ

姿勢、 同 じ方向を向いて折り重なってい ま し た。 次
は 20号、 21号と命名された成 人男性です。 かれ ら

も 同 じ姿勢、 同 じ方向を向い て い ま し た。 他の 人 骨
も 同 じ よ う な状況を示 し て い ま し た。 し か も 折り重

な る よ う に埋葬されて い る に も かかわ ら ず 、 骨格が

ほとん ど乱れ て い ません。 とい う ことは、 この 人 た

ちはお そ ら く亡くなってすぐに、 丁重に扱われ、 埋
葬されたにに相違あ り ませ ん。

以上の よ う な状況 か ら 、 この遺跡を発掘 し た研究
者は、 彼 ら は意図的に埋葬され た 人 た ちであ り 、 こ
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布から算出 さ れた土地利用 の程度を示 し 、 l 万年前 、

6千年前、 3千年前の状況が表されています。

こ の図から、 人 間 社会における 争いの原因のlつ
を読み取る こ と がで き る 、 と私 は 考 え て い ます。 技
術がだんだ ん と 進歩する 、 それによ って生活は安定

し 、 定住生活が進む。 こ う し て 人口は しだいに増加
す る 。 と こ ろ が、 人間が利用 し た土地は 、 人口の増

加に反比例する よ う に縮小 し て い ます。 言い替 え れ

ば、 利用で き る 土地が狭くな っ ている と 言っ て も よ
いで し ょ う 。

具体的 な 数字で考 え て み ま し ょ う 。l万年前 と 3
千年前 と で は、 人口は 60 倍にな っ て い ま す。 と こ

ろ が、 そ の問に人間が利用 した土地の商積が激減 し

ま し た。 l万年前を 100 と し ますと、 人口が 60倍

になった3千年前 は、 な んとわずか3パー セ ン ト で

あ り ます。 人口が増加 し たに も かかわらず、 人聞が

利用する土地は激減 した。 農耕社会 と と も に、 それ

に適 し た土地は限られ、 その|浪られた土地の生産力

に対す る集中的、 集約的な収奪、 それが農耕であ り
ます。 引 き 続 き 人口の増加に見 合 う 生産力が期待で

き なければ当然、 土地を巡っ て 、 集団の問に摩擦が

生じ、 争いの原因 と な る とい う ことが予測で き ます。

農耕社会以降、 集団の聞の摩擦や争いが恒常化 し
ます。 と ころ が、 その問題はすでに旧石器時代のお
し まいごろに始まっ ていたら しいのです。 こ の土地

と 人間 の こ の閉塞的 な 関 係 は 、 今日では ま す ます深

刻になっている と い う こ と を、 最後に警告 し て お き

たい と 思い ます。
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居徳遺跡出土の人骨・獣骨に

見られる損傷痕

松井 章(奈良文化財研究所)

居徳遺跡 出土の骨の 中には、 他の縄文遺跡で普通

に見られる イ ノ シ シやニホン ジ カ に混じって 人骨が
含 まれていた。 そ れらの 人骨の多くは成人 の大腿骨

で、 獣骨の中に混じっていて も 長くて真っ 直ぐな の

で よく目立ち、 容易に選別する こ と が可能であった
(図的。 人骨を並べて み る と、 いずれ も 陶節が欠け

て お り 、 制I(骨幹) の部 分にさ ま ざま な傷があ る こ
と が観祭で き た。 そ の 中 の 成 人女性 と 思 わ れ る 小柄

な左側の大腿骨には 、 l符異な傷が存在 し た(図22)。

つ ま り 、 こ の大腿骨の膝よ り 少 し上の部分に 、 正面

から裏側 へ と 一つの穴が貫通 し て お り 、 その穴の断

面の形状がまい月形で、 そ れ はニホ ン ジ カ の 中手骨、

中足骨を素材 と し た 骨鍛であ る こ と が容 易 に わ か

る 。 日IJの古墳時代の遺跡から出土 し た骨鍬の実iß，IJ図

と 居徳人骨-の貫通 し た穴を比較する と 、 断面が そ っ

く り 同 じこ と がわかる (図SS)。 し か も その表側の穴

の周囲は内側にめくれ込んでお り 、 骨が弾力 の あ る
時に貫通 し た こ と も わ か る 。 さらに骨鍛が大腿骨を
貫通 し て 裏側を抜けてい く と き に は 、 周囲の骨・を吹

き 飛 ば し ている (図的。 つ ま り 、 こ の女性は正面上

方 から骨鍛を装着 し た 矢によ って左膝を射抜 か れ
たこ と を示 している (図的この よ うな傷の特徴は、法

医学で証 明 さ れ ているピス ト ルの弾丸に打ち抜かれ

た骨の特徴 と 合致する 。弓矢がピストJレに匹敵する

ほ どの破壊力 があ る と は信じら れ な い 思いがする

が、 も う 一例 、 弓矢の威力を証明 す る 顕著な例があ

る 。 それ は同じ地点から出土 したニホ ン ジ カ の肘か

ら下の骨、 検骨の上部に穴が開いていた(図66)。断

面 は 、 はや り 半月形で、 失は後から進入 し 、 骨の前
面を裏から突 き 上げて癒をつくっ ている (図7Î， 88)。

こ れは逃げる シ カ の後から弓を射 て 、 前倒Iに命中さ

せたこと を示す。 この場合、 矢は抜けずに突 き 刺さ

り 、 こ の シ カ は 身動 き で き ず、 捕らえられただろ う 。

この 矢で膝を貫かれた女性の大腿骨・の股に近い

部分に も 、 太 も も を切断 し よ う と し て 、 切断で き な

かった傷が残る 。 その傷は地下水に含 ま れる 鉄 分 と

脅'のリ ン 分 と が化合 し た藍鉄鉱(ピピアナ イ ト) と

い う 結晶が傷に沿 っ て 析出 し てい る た め 、 傷が長軸

に斜めに入 っ てい る の が よ く見 え る (図 99) 。 こ の

傷は 単に鋭いだけでなく、 一気に大腿骨の4 分の3
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周 く ら い ま で切 り 込んで、いる が、 一刀両断にな ら な

かった ため、 刃物を抜いた と きに残 っ ていた部分の

弾力で傷がふさがり 、 骨の裏と表に線状の 切 り 傷が

残ったのであ ろ う (図 1010)。

も う 一つ、 金属器 と 思わ れ る 傷に、 ノ ミ 状の爪形

を した 刺突痕があ る 。 こ れは大腿骨の正面に2 つず

つ ほぽ等 間 隔で並 ん でい る た め 、 肉をとる た め よ

り 、 切断 し た 足の正 面に'骨 ま で刺さる よ う に、 ノミ

状の利器を打ち込んだ も のと思われ る(図 1 1")。 つ

ま り 、 肉を取る ためであれば腿を切断す る ために骨

端部に傷が集中 す る はずであ る が、 長軸に一定の距

離をあけて散在す る こ と か ら 、 この傷は死体を単に

f努つ け る こ と だ けカf目的 だ っ た と思 わ れ る (図

1212)。 この傷を観察 し て い る 際 、 ま だ生肉が付いた

ま ま で、あった太股を切 り 離 し、 その太股に一直線に

図 l 唐徳遺跡から出土し た多数の傷を持つ人骨の一部。

まだ説明のつかない傷が多く 残る。

一 ・b

ー.

撃で事IJ突を加 え て い る 情景が復元できる 。 こ の よ う

な死体にたいする扱いと し て考 え ら れ る の は、 五体

満足に し て放置す る と 、 敵が蘇る と 考え て い た か ら

と 恩 わ れ る 。 その根拠 と し て時代は は る か に隔たる

が、 『古事記jの英雄た ちが敵を倒す際、 当然の よ

う に敵を切 り 刻 む描写を挙げる こ と ができる 。 三浦

佑之は敵が よ みが え る ことを畏れて死体を切 り 刻 ん

だのであ ろ う と 、 ヤ マ ト タ ケルがクマソ タ ケ ルをず

たずたに切 り 刻んで殺 し た場面を次の よ うに解説す

る 。 「先の兄殺 し も ど う だ が、 肉体を切 り 刻 む と い

う 後遺 は 、 死者の再生を阻 む た め に行われる。J (三

浦2 002 r口語訳 古事記 完全版』 文芸春秋社

p.l96脚注26)。

こ のノミ状の切 り 傷は 人間を突き刺すためだけで
な く 、 イ ノシ シ を解体す る ときに も 見 ら れ 、 殺人の

図2 居徳遺跡から出正した人骨の中に含まれていた成

人女性の大腿骨 ( 左 )。

図3 図2 の成人女性大腿骨の遼位部(体紬に遠い方) 図4 骨鍛 が大腿骨・を貫通 した際、 大腿骨の裏側を吹き

に開いた骨鍛の貫通痕と、 古境時代の遺跡から出土した 飛ばして突き抜けた跡。

骨鍛の笑ìJ{IJ図。
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図5 骨鍛が成人女性のl漆を炎き抜けたl緊の骨鍛の方向 図6 同じ場所から出土したニホンジカ の侠骨。

と位笹関係。

図7 骨鍬が背後から刺さった後骨の後位似11の断面。 図 8 骨鍛 が貫通できず骨の後位面から車IJさった骨鍛が

前{立側の'自を裏側から押し上げて擦を作った様子。

図 9 成人女性の大腿骨、 近位側の太肢の付け線に切り 悶10 その骨の裏側に観察できる切り込んだ傷跡。

込んだ直線的な傷跡。
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た め の 武器 と してだけでな く 、 日 常生活の便利な利
器 と し て 使わ れて い た こ と が推定でき る (図 13 13)。

この イ ノシシの上腕骨の11す よ り少 し上の腿が付着す

る 部分に集中的に突き痕が見られる ので、 上腕筋を
取 る |祭に つ い た 傷だ と わ か る (図 14 1'1)。 電子顕微

鏡で観察する と 、 み な 同じ と ころ に刃こぼれがあり、

し か もその刃こぼれの形状が微妙に追 う ので、 金属

が貴重で道具の数も少なかっ た と 思われる 。

こ の よ う に居徳遺跡出土の獣骨や人骨・ には、 これ
まで他の遺跡では見た こ とも な かった。1) 骨を貫

通 し た鍛による 傷、 2) 大腿骨を切断す る た めの 切

り傷、 3) 骨の表面の爪状の刺突痕、 の少 な く と も

3 種類の傷跡が見 ら れた 。 この よ う な傷跡はわれわ

れに改め て弓矢の威力の大き さを示し、 縄文時代l漁

期 に 金属器があった こ と 、 さ ら に他に類例の無い爪

図11 別の成人骨(性別は不明) の表面に実IJまれた盟主の

痕湖。

図13 岡地点から出土 し た イ ノシシの上腕骨。腿の付着

する部分に撃の�ilJ尖痕が多数観察できる。
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形のノミ状の刺突具の存在を強 く 示唆する ものであ
る 。 また 、 人骨 に残る こ のよ う な傷跡は、 犠牲者に

対する畏怖、 憎悪を余す と ころ 無 く 表 し て い る と 、
私に は感じ ら れる 。 これ ら の 傷を観察 し 、 犠牲者に
ふりかかった惨劇に思いをや る うち、 私に は金属器

や他に類例の無い道具を携えて 、 ど こ かは る か な 地

か ら渡ってきた異人 ら の蛮行の仕業 と 読み取る こ と

は必ず し も荒唐無稽 な筋告き と は思 え な っ て い る 。
こ れ ら の人骨・群の傷跡 に つ いて、 以下の出版物に

正式報告がな さ れてい る ので参考に さ れた い。

丸山真史・ 宮路淳子・ 松井章2 004 [""居徳遺跡群出

土の動物遺存体 に つ い てJ r居徳遺跡群IV 四国

横断道(入野~須111奇)建設に 伴う埋蔵文化財発掘

調査報告審j高知県文化財団埋蔵文化財セン タ 一、
pp.21 1 - 240。

図12 等間隔で車IJ突された大腿骨・。

図14 イノシシ上腕骨に付けられた刺突痕の拡大写真。



人骨からみた戦い

弥生人骨と居徳人骨

中橋 孝博(九州大学)

遺跡、から出土す る 古人骨 か ら は、 近年の分析技術

の進歩もあって、 非常に多彩な情報が引き出せる よ
う になってい ますが、 こ こではその内、 骨につけ ら

れた傷に注目して、 そ こ か ら 古代の 人 と 社会につ い

て どの様な状況が見えて く る の かを少し考えてみた
い と 思い ます。

弥生時代の戦い一北部九州と鳥取県菅谷上寺

地 遺 跡
私は こ れ まで北部九州を中心に古人骨 に 関 す る

人類学的な仕事を し て き たのですが、 ご存 じ のよう

に、 こ の地は古来、 大陸の人 と 文化に対 す る 玄関 口

になってきた地域です。 こ の地にった陸の先進文化が

いち早 く もた ら され、 弥生文化が花開いて、 その後
急速に 日 本各地に広がっていった こ と は良 く と承知

の通りです。 同時にまた、 当 地は全国でも例外的に
弥生人骨が大量に出土す る 地域になってい ま し て、

その研究結果は、 こ の時代に大陸か ら流 入した渡来

人がその後の 日 本人の形成に重要な役割を果たした

こ と を明 ら かに し て き ま した。

当 地の弥生人骨を詳し く 調べてい き ます と 、 もう

一つ、 他の時代の資料ではあ まりお 目 に かか ら な い

興味深い事例に し ば し ば出 く わし ます。 それが こ こ

で取り上げる 、 切 ら れたり刺されたり、 あ る いは首

を離断された例 な どです。 例えば図 1は、 福岡県の

スダレ遺跡で発見された、 胸椎上部に石剣の切先が

刺さった男性人骨 (弥生 中 期)の 例です。

こ の よ う な 何 ら かの暴力行為で傷ついた人
骨や埋葬例が、 橋口達也氏〔福 岡県教育委
員会〕に よ れ ば こ れ まで200 例近 く 出土し

てい ます。

今回の居{�入管の発表の際 、 新聞報道で
は 「縄文時代に も戦争が・. J と い う よ う

なかたちで採り上げ ら れ 、 議論を呼び まし

たが、 研究者の中には弥生時代についても、

当時の戦いはそんな 「戦争」 と い う 言葉が

当 ては ま る よ うな大 規模なものではな く 、

小競り合いに近いものではな いか、 と い う

意見が消 えてい ません。 考古学や文化人類

学で考 え ら れている 「戦争」 の定義につい
ては、 集回戦、 と い う こ と が一つの キーワー

ドになってい る よ う ですが、 果たして北部九州弥生

時代の状況は ど う だ、ったのか。 福 岡 県でも最大規模

の埋葬遺跡であ る 筑紫 野市隈・西小田遺跡でそう し
た点を検討・ し てみた結果、 最も戦傷例の集中す る 弥

生時代中ごろ には、 成人男子の半数以上が戦闘の犠
牲になった可能性が浮かぴ、上がってきました。 事故

や個別的 な闘争の給果 と 言 う よ りは、 やはりあ る 程

度の集団性を想定 した方が理解 し やすい状況か と 思

い ますが、 ただ し 、 当 地では戦傷例がほぼ成人男性

に限定され、 戦傷遺体も、 他の通常の死者 と 同様の

扱いで、墓地に埋葬されてい ます。 こ の点で、 例 え ば

有名な 中世の鎌倉材木座の よ う に、 女性や子供まで
犠牲に なって戦死者を大きな墓穴に雑然 と 詰め込ん

だ埋葬遺構が残される状況と はかなり異な ってい ま
す。 つ まり、 時に は破滅戦に まで進展した戦国時代

の戦い な ど と はその性格、 内容にお いて大 き く 異な
り、 北部九州の弥生社会では、 戦いの多い緊張状態

にあった と しても、 まだ戦死者を通常の死者同様に

埋葬す る だけの秩序あ る 社会が残っ ていたのではな

い か と 思わ れ ます。

し か し同 じ弥生時代でも、 最近、 鳥取県の青谷上

寺地遺跡から、 かなり激 し い戦いの可能性を示す事

例が出土し ました。 図2は、 鳥取大学の井上貴央先

生 か ら お借り し た写真の 一 例ですが、 こ の 遺跡で

は、 新生児3 体余りを含めて、 少な く と も 10 9 体以

上の骨が見つかり、 その中で、 少な く と も10個体以

上、 計1 10点の人骨に 殺傷痕が確認され ま し た。 特

に注目される の はその出土状態でして、 人骨は半ば

水に漬かった溝状遺構か ら 、 関節がすべて外 れたぱ

ら ぱ ら の状態で発見され ました。 ぱ ら ぱ ら と 言って

も、 ただ し 、 同 じ個体の 骨 が か な り近接 し て見つ

図l 福岡県スダレ遺跡弥生人骨
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は5 点の 人骨に傷が見

られた こ と です。 傷に

つ い て は松井さんの方

から詳しい紹介があり
ま し たので、 私は特に

問題に な る J2 人骨(女
性の左大腿骨)に つ い

て 少 し触れ て お き ま
す。

私 が注目す る の は、

こ の大腿骨の上端の傷

で し て 、 先ほ ども言わ

れ ま し たように傷口が

かな り鮮やかで‘、 薄 く図2 鳥取県背谷上寺地遺跡の弥生人骨
鋭利な刃で切られてい

ま し た。 問題はその位置でして、 左大腿骨の付け根

近 く 、 し かも腿の内側に深 く 、 骨体の三分のこ程度

まで切り込んだ離断寸前の深い切り傷です。 太腿の

厚い筋肉のつ い た こ の部分に こ の よ うな深い傷をつ

け る こ と は、 た と え鋭利な日本刀を使った と しても、

そうたやす く はありません。 た また ま足を聞い てい
た と き に刃が入った可能性は否定で き な いで しょう

が、 それに し ても よ ほ ど鋭利な刃でなければ、 こ こ

まで深く切り込む傷はつけられそうもない。 そうい

うこ と を考 え ます と 、 あ る いは戦いで偶発的に付い
た 傷 と いう よ りはむ し ろ 、 あ る 程度肉をはいだ上で

刃物を振り下ろした と 傷 、 と 考 え た 方が理解 し やす

い よ う にも思い ます。 要す る に 、 当 初、 解体痕では

な い か と いう意見もあ った よ う ですが、 私もこの傷

に 関 し ては、 その可能性が捨て き れないように思え

ます。

かつて お り ます し 、 また動物の岐み痕がほ と ん ど無

いこと な どから、 おそら く 当 初から こ の地点に積み

重ね る よ うに し て 遺体が置かれ、 その上に土をかぶ

せて埋葬されて い たのではないか。 そして 、 そう し

た一括埋葬の上に、 後世にな って何らかの目的で杭

を打ったり、 整地 し たり、 人為的な撹乱が加わって、
人骨 がバラバラに なったのではな いか、 と 推測され

て い ます。

と もあ�北部九州での状況に比べる と かなり殺

伐 と し た 、 い っそう激 し い戦いを想起させる よ うな

例でして、 弥生時代の戦い と 言っても、 場所や時代
に よ って様々な形がありえ る こ と を予感させ る 資料

ではな い か と 思い ます。

高知県居徳遺跡、 出土の縄文人骨
さ て 、 今回の居徳 人骨 が こ れら弥生 の 例 と 比 べ

て どうか と いうこ と ですが、 最初に基本的な所見を

整理 し て お き ます。居徳、では、 動物管に混 じって計

25 点 の人骨が見つかり ま し た。 いずれも断

片で、 性や年齢な どの正確な 判定は難 し い の
ですが、 骨体の太きや断面の形な どを参考に

判定した と ころ 、 結局、 個体数と し ては最低

10 体以上で、 男性4体、 女性が5 体、 不明

l体、 と いう こ と に な り ま し た。 特徴 と して

は、 例 え ば大腿骨では租線 と 呼ばれる 後面

の筋肉のつ く 部分が強 く 突出 し て い ます し 、

すね の)l�骨は左右幅の狭い、 肩平性 の 強 い
断面を見せ て い ま し て 、 全体的にC1 4年代

測定の結果(縄文時代晩期) と 矛盾 し な い、
縄文人 に 良 く 見られる 特徴を持って い る と

言って差 し 支え な い と 思い ます。

注目される のは、 こ の 中で、 4点、 な い し
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い ず れ に し て も、 どうい う利器で こ の傷をつけ

図3 居徳人の大腿骨につけられた傷



たのかが問題です。 この遺跡では黒曜石も出 て い る

そう ですが、 その切れ味が金属に勝る と も劣 ら な い
にしろ 、 ナイフの よ う に押し号|いただけでは、 こ の

よ う に骨に深 く 切り込むのは困難でして 、 や はりあ
る 程度力を込めて振り下ろ す動作が必要 と 思わ れ ま
す 。 そ う な る と 、 こ の よ う な鋭利な切り口をつけ ら

れ る ほ どの薄い石の刃物で、 それが可能か ど う か。

そ う 考える と 、 一番理解しやすいのは金属製の利擦

でしょ う が、しかし時代的にその想定も困難で し て 、

今の と こ ろ 謎 と 言 う 他ありません。
と もあ れ こ う いった居徳人骨の状況か ら 、 新聞報

道であったよ う な 「戦争」 が想起される か と い う と 、
残念なが ら 私にはそう した明確な イ メージを作り上

げる こ と はできませんでした。 個体数は確かに 1 0

体以上 あ る し、 鋭利な刃物で切ったり、 矢を打ち込

まれた痕などがある のは事実なんですが、 ただ、 明

確に人為的 な 傷 と 言える 4 例 の 受傷人骨片の う ち、
武器 と 思わ れ る もの でつ け ら れた傷は一体のみで、

あ と は利器が良 く わか ら な い 、 図 3 に あ る よ う な刺

した よ う な傷です。 しかも こ の よ う に骨の長期hに垂

直の方向に傷が並ぶ と い う のは、 通常の戦闘ではま

ず付き得 ない傷です。

全体的に見て 、 ど う も傷のありょう が、 北部九州

や青谷上寺地 な どに比べてかなり単調です し 、 直接

の戦闘痕 と 言える ものが数の上でも、 比率に於いて

も少ない。 先 ほ どの女性大腿骨上端の傷にして も、

i淡い の 中で付け ら れ た傷 と い う よ り、 どち ら か と

い う と 解体痕に近い よ う な傷が多数を占め る わけで
す。 しかも こ の遺跡では武器の破片も見つかってい
ません。

こ う い う 状況で、 居f患を集団i段の戦死者 と 言え

る か ど う か。 狩猟採集の縄文社会でも、 定住して 人
口を増やして いくよ う な状況があれば、 時には集団

同士がぶつかり合 う こ と があっても別に驚きません

が、 しかし今回の居徳につい てそう した状況を考え

る のが妥当 か ど う か、 疑問に思い ます。 ゴミ捨て場

の様な場所にバラバラに姶て ら れて いた状況からす

る と 、 いわゆるCan.nib心.ismの可能性も検討を要す

る でしょ う し、 結局、 あれこれ と 疑わしい状況はあ

る にし ろ 、 こ れで何 ら かの結論に結びつけ る にはま
だ飛躍があ る と い う こ と です 。 その前に まずは武器

な どを 含 む 当 時の こ の地の社会背景につい てもっ と
情報を集め 、 さ ら に事例を増や す こ と が先決問題だ
ろ う 、 と い う 、 最後は言わず、もがなの 言葉で夜、の話

を終わりたい と 思い ます 。

実験考古学とGIS考古学からみた

居徳遺跡

宇野 隆夫(国際日本文化研究センター)

皆 さ ま、 こ ん にちは。 実験考古学 と GIS考古学

の立場からの 、 発表を さ せて 頂きます。

まず居徳遺跡で問題 と な る 「戦いJ 1戦争J につ
いて、 私の考えを最初にお話ししてお きます。 サjレ

の集団 か ら 人類 の 近代国家に至 る まで、 色 々 な車L牒

があり ました。 それを力で解決する 行為を 1 1践 しづ

と 考えております。 札蝶の種は色あり ますが、 資源

争いが最も重要であ る と 思い ます。食料は必須の資

源ですし、 男に と って女は資源であり、 女に と っ て

は男が資源、です。 人類社会はその資源の種類 と 量 と
が、 大いに増えて く る と こ ろ に 、 大きな特色があ る

と 思い ます。
「戦争は戦いの一種であり、 その規模が大きなも

のであ る 。 しかしその境は峻別できる ものではな く

研究者の 主観的判断に拠る jが私の基本的 な スタン

スです。 例えば、 国家がおこなう戦いを戦争 と 定義

した と しても、 古代における国家の認定そのものが

かなり主観的ですし、 戦いの 実態に即して い る と も

限ら な い と 考えて い ます 。

しかし研究者の立場に よ っ て評価は色々であ る

と 言 う だ け では前に進 ま な い の で、 実験考古学に

よ って、 武器機能の客観的な データを得たり、 GIS
空間解析を使 っ て 率し離の背景を探って い く よ う な 作
業が重要であ る と 考える わけです。

まず実験考古学には色々 な研究手法があ り ます

が、 その一つに 出 土 物 と 同じ素材 と 技術を用い て 、

出 来 る 限り同等の機能を持つ複製品を製作し、 その
性能や特性を調べる と い う ものがあります。 こ れを

縄紋(縄文)時代か ら 近世に至る 弓矢について実施
して参りましたので、 まずその中で居徳遺跡 と 関 わ

りが深い所について報告 さ せて頂きます。 な お こ の

プロジェクトは、 こ こ にお ら れ ます赤津威 さ んが仕

掛けて推進さ れた成果であ る こ と をお断りして おき

ますio
実験方 法 と しては、 考古学研究者が発掘資料や伝

世資料に基づいて縄紋時代か ら近世にいたる 弓矢の

仕様蓄を作成して 、 弓矢製作を専門と す る 方に復元

製作を依頼し ま し た。 そして復元した 弓 矢につい

て 、 工学-情報学の 方に実験 ・ 測定をお願いしてい
ます。
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縄紋 時 代 に つ い て は 福 井 県 鳥浜貝 塚 か ら み つ

かった前期の 弓を復元しました。 こ れは縄紋時 代 と

しては珍し く 、 マユミと いう広葉樹を使った弓 矢で

あ り 、 長さ約 1.2mです。 また東京都下宅部遺跡 と

い う 縄紋時代後 ・ 晩期の遺跡、 か ら み つ かった、 イ ヌ
ガヤ と い う針葉樹材を使っ た弓を 4 点複元してい ま

す。 こ れには丸木弓 と 、 漆や樹皮で強化 ・ 装飾した
飾弓 と があ り 、 性能の比較の た め に明(ユハ ズ : 弓
の弦を張る 部分)を弥生式に作ったものもあ り ます。

弥生時 代 の 弓 に つ い て は 、 し っ か り し た 作 り の

もの と して、 大阪府亀井遺 跡か ら 出土 し た 弥生 時
代 中 期 の 、 弓を復元しました。 イ ヌ カかヤ材を使った
長さ 1.5mのものです、 こ の 頃 に な り ます、 鍛 ( ヤ

ジ リ )は石の鍬に加えて、 青銅や鉄の鍛も使い まし
た 。 そこで鍛についても発掘されたもの と 同 じ材料

を使って、 同 じ大 き さと 重量、 正確に は極めて近い

重量に復元 し たものを製作 し ま し た。

また弥生時 代 の 弓 と して非常に特殊であ る 佐賀
県菜畑遺跡か ら みつかった短弓を復元しました。 こ

の弓 は広葉樹の シ イ を使っ た長さ約 O.8m のもので
あ り 、 日 本の 先 史 時 代 に お け る 最 強 の 弓 と 思わ れ

ます。 そ の矢 と しては菜畑短弓 と ほぼ同じ時期の長

さ20c m近 く も あ る 長大 な 有茎式石鍛を復元してい

ます。 これ は 福 岡 県長野宮の前遺跡の支石墓(朝鮮
半島渡来の墓形式) に おいて実際 に大腿骨 に 突 き 刺

さって発見さ れたものをモデルに して作っ たもので

す。

居徳遺跡を考える た め に 、 縄紋か ら 弥生 と い う 時

期 に絞って言い ます と 、 佐賀 県菜畑遺跡短弓の よ う

な例を除 く と 、 当 時の一般的 な 弓 の発射力 には大 き

な変化は あ り ません。 ただ し 弥生弓の明は、 弦を輸

にして簡単にかける こ と が出 来 る よ う に な り 弦切れ

に 迅速に対処で き る ので、戦い に 使 う には有利です。

他方 、 弥生時代の鍬は、 材質 ・ 重量 と もに大 き く 変
わ り ました。

弓の射法も性能に大 き な 影響を及 ぼ し ますが、 ア

フ リ カ の ボ ツ ア ナ ・ サン の よ う に、 弓を体の前であ

ま り 大 き く 引 き 絞 ら な いで獲物に な る べ く 近づいて

射る と い う 射法があ り ます。 これに対して和弓では

比較的大 き く 引 き 絞って射 ます。 銅鐸の絵画 に は 、

この両方の射i去に 似た絵画表現があ り ます。

こ れか ら が本番なのですが、 体育館の中や実験装
置で発射実験をして、 矢の発射時から の速度の変化

を測定 し た り 、 使い易さを含め た弓の特性を測定 し

た り し てい ます。 例 えば、 縄紋時代の飾 弓の一つに
ついて、 矢の重量 30g、 弦を引 く 力を20kg の 条 件

表 l 縄紋矢と 弥生矢の威力

量産の材質 ・ 重是 ク マ 皮 ウ シ 皮 イ ノ シ シ 皮 モ ミ 板 (厚さ lcm)

時速 lOOkm

純紋石鍛 集耀石 . L6g 貫通 (3.9cm) 跡が残るのみ 動;な し 割れる

弥生石鍛 (1) サ ヌ カ イ ト ・ 3.3g 貫通 (4.2cm) 貫通 (1 .2cm) 貫通 ( 1.3cm) 割れる

弥生石鍬 (2) サ ヌ カ イ ト ・ 8.3g 貫通 C6.3cm) 貫通 (1 .9cm) 貫通 (2.7cm) 割れる

磨製石鍬 頁岩 貫通 (5.0cm) 貫通 (3.2cm) 貫通 (5.8cm)

弥生銅鉱 背鋼 ・ 3g 貫通 (4.2cm) 貫通 (5.0cm) 割れる

弥生鉄鍛 (1) 鉄 . 3g 貫通 (4.6cm) 貫通 (5.1cm) 貫通 (4.9cm) 書tlれる

弥生鉄鍛 (2) 鉄 . 5g 貫 通 (5.7cm) 貫通 (5.2cm) 貫通 (4.4cm) 割れる

古墳鉄鍛 (1) 鉄 . 12g 貫通 (6.4cm) 貫通 (4.6cm) 貫通 C4.9cm) 割れる

古墳鉄鍬 (2) 鉄 . 15g 貫通 (4.8cm) 貧ìm (4町Ocm) :段 通 (5.0cm) 割れる

時速 50km

縄紋石鍬 黒耀石 ・ 1.6g 問、な し 跡な し 跡な し 跡が残 る のみ

弥生石皇族 (1) サ ヌ カ イ ト ・ 3.3g 湖、な し 跡な し 跡な し 跡が残るのみ

弥生石鍛 (2) サ ヌ カ イ ト . 8.3g 跡な し 跡な し 跡な し 跡が残るのみ

磨製石鍛 頁岩 強;通 (5.0cm) ]主通 (3.2cm) 貫 通 (3.0cm)

弥生銅鍬 青銅 ・ 3g 貫通 (35cm) 跡が残るのみ 賞通 (2.5=)

弥生鉄幼虫 (l) 鉄 3g 跡な し 跡が残るのみ 跡な し さ さ る CO.6cm)

弥生鉄鍛 (2) 鉄 . 5g 11一通 (3.8cm) 跡が残るのみ 貫 通 (1 .7cm) さ さ る (O.7cm)

古墳鉄鍛 (1) 鉄 . 12g 貫通 (l .lcm)

古墳鉄鍛 (2) 鉄 ・ 15g 貫通 (4.7cm) 貫通 (1 .0cm) 貫通 (2.0cm) 跡が残 る のみ
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で、 測定す る と 、 初 速 度 は時速約 136km と い う 結

果 を 得 て い ます。 そ し て 弓 の材質 と 長さ と 太さ な ど

に よ っ て弓の特性は 色 々 であり佐賀 県菜畑遺跡の シ
イ を 使っ た短弓な どは特に強力ですが、 縄紋 ・ 弥生

時代の針葉樹 を 使 っ たー紋的な 弓では、 お よ そ初速

度が時 速 lOO-150km 程度であり、 発射力 に は大 差

がな い と い う 結果 を 得て い ます 。

従 っ て 、 一般的な縄紋弓 矢と 弥生 弓 矢 と の性能の

差は、 主 に倣(ヤ ジ リ )の違いに由来す る と 考 え ら

れ ます。 そ し て2g 前後の軽い縄紋矢 を 狩猟用、 5g

前 後 あ る 石鍛や青銅鉱 ・ 鉄鍛を 装着 し た弥 生 矢 を

l淡い ・ 戦争用 と 考 え る こ と が従来の主流の 見解で し
た。

考 え る べき問題の一つ は、 弓 の性能に変わりがな

い と 、 重い矢は軽 い矢よりも初速度が遅 く なり、 射

程距離も短 く な る こ と です。 弓の条件が同じで、 単
純 に軽 い 矢 を 装備 し た 人 々 と 、 重 い 矢 を 装 備 し た

人 々 と が、 遠 く か ら ゆっ く りと 間合い を 詰 め な が ら

戦っ た ら 、 お そ ら く 軽い矢を装着 し た 人 々 の方が勝

つ のです。
この こ と に つ い て 考 え る た め に、 クマ皮 ・ ウ シ 皮 ・

イ ノ シ シ 皮 、 及 び弥生時代の盾に よ く 用い た厚 さ

図 l 高知県遺跡のボロ ノ イ 分割
(上 : 縄紋11寺代， 下 : 弥生時代)

1cm のモ ミ 板を的に し て 、 色 々 の微 を装着 し た矢 を 、
時 速 lOOk m と 50km と で射込む と い う 実験を し ま

し た (表 1) 。
時速 lOOkm、 す な わ ち か なりの至近距 離 か ら 的

を 射た場合には、 弥生矢は石鍛 ・ 青銅鉱 - 鉄鍛がす
べて の種類 の 皮 を射ぬいてモ ミ 板 を割りま し た。 こ

れに対 し て縄紋矢は熊皮 を射ぬいてモ ミ 板 を割りま
し た が、 ウ シ 皮 と イ ノシ シ 皮 は射ぬけませんで し た。

な お材料調達の都合か ら クマ 皮 と ウ シ 皮 は 、 な め し
たもの を 使用 し て い ます。 イ ノ シ シ 皮 は生皮を使い、

クマ皮は イ ノ シ シ 皮 よ り強いので、 縄紋矢は至近距

離から射ても、 クマの生皮を貰通でき な か っ た可能

性が高い と 推 定できます。

時速 50km す な わち、 的か ら 一定程度離れて射 た

場合に は 、 矢の威力の差はやや複雑ですが、 さ らに

大きな遠 いが生 じ ます。 石鍬は縄紋矢 ・ 弥生矢 と も
に的に対 し て 有効な効果がな か っ た の に対 し て 、 弥

生時代以後 に 出現 し た磨製石鍛や青銅 ・ 鉄鍬は、 相
当 の有効性をもって い ます。 ただ し弥生時代の石鍬

形の鉄鍬のみは軽量の た め か、 威力が石鍛と 大差が

な い と い う 結果 を 得 て い ます。

以上か ら 、 同 じ速度で矢を的に当 て る と 、 鍛の重

量が重かっ たり金属の微 を 使 う と 、 威力 がかなり増

す と 考え ら れ ます。 また高い櫓や土塁の上か ら下方

に射かける よ う な場合には 、 重い矢が有利 に な る こ

と も容易に推 定できます。
弥生時代の鍛資料 を 見 る と 、 重いもの ばかりでは

な く 、 縄紋時代 と 変 ら な い軽いもの か ら縄紋時代に
はな い重いもの まで色 々 のものがあります。 そ し て

弥生時代の軽い矢を狩猟用、 重い矢を戦い ・ 戦争用

と 仕分 け る の では な く 、 軽い鋭か ら 重 い 鍬 までを一

つの セ ッ ト と み な し た ら 、 新 し い 見方が可能か と 思

い ます。
す な わち縄紋弓矢で は 大 型 獣 を 仕 留 め る の は 難

し か っ た と 思い ますが、 弥生弓矢は軽い矢で鳥や/J、

型獣を狩り、 重い矢でイノ シ シや ク マ や お そ ら く シ

カ を仕留 め る こ と ができたで し ょ う 。 弥生銅鐸には

シ カ や イ ノ シ シ を 弓で射る絵画 を表現 し て い ます。

ま た 戦 い に際 し て は、 縄紋弓 矢は遠 く か ら の射

かけ合いが有効な 使用法ですが、 弥生弓矢では軽い

矢で遠 く か ら 射かけ合い、 間 合 い を 詰 め て 殺傷力の

高い重い矢を射る こ と が可能です。 また弥生時代に

は濠 ・ 土塁 ・ 櫓 を備えた防御集落 を盛んにつ く る の

で、 高所か ら 威力 の あ る 重い矢を 射かける こ と も多

かっ た と 思われます。
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このよう に弥生時代の弓矢は 、 狩猟の道具 と し て

も戦いの道具 と しても、縄紋時代 よ り もか な り 複雑 

高度化したもの と 考え て い ます。
それを歴 史的にどのよ う に評価 する か と い う こ

と ですが、 弥生時代には中国において古典的な国家

が成立して 日 本列 島 と の間接的 ・ 直接的な交流が活
発化してい ます。そして武器の複雑な分化や金属化、

また戦術の高度化も中国中原地域を中 心 と して進ん

だものです。 弥生時代の武器様式は、 中国の先進情

報を 日 本列 島で阻11爵して 成立したものであ り 、 弥生

の戦いを戦争 と 理解しでも大過 な い と 考 え て い ま

す。
居徳遺跡、に つ い て 述べ ます と 、 弥生|時代の年代

観が動 い て い る 今、 矢が貫通した と さ れ る 大腿骨

が弥生時代のもの か縄紋時代のものかが まず問題で
しょ う 。しかしいずれにせよ、 当 時の弓矢の威力か

ら考 え る と 、 皮 ・ 筋肉を貫いて骨 まで貫通する と な

る と 、 一般的 な戦いの状況では な く 、 射られた人が

動けない状態で至近距離 か ら 射たものであ っ た可能

性が高い と 思い ます。

次に G IS (地理情報シス テ ム ) を用 いた高知県の

遺跡分布の 解 析結果につ い て 報告します 2。 まずい
く つ かの前提を申し上げます。

高知 県は か な り 険しい 山 地 と 、 高知平野や中村
平野からな り 、 地形の コ ン ト ラ ストが明瞭 なので、

GIS解析に適 し て い ます。 この 空間の上で遺跡分布

を解析す る に は 、 できる 限 り 多 く の遺跡、を網羅して 、

年代を細か く 仕分ける こ と が望 ましい こ と です。 し

かしこ こ では今得られ て い る データによ っ て 、 縄紋

時 代 と 弥生時代の遺跡、分布 の大きな 傾向をみ る と い
う 方針で解析を行 な い ました。 解 析手法 と して は、
ボロノ イ 分割 (縄張 り 領域を復元する 手法) と 官、度

分布等値線 (遺跡、の分布密度を等高線のよ う に表現

す る 手法) と い う 二つ の方法を用 い て い ます (図 1 ・

2)。
縄紋時代の遺跡につ い て み る と 、 高知県の中央部

から西部にか け て 、 河川流域を単位 と し ながら、 海

辺の平野から山地まで、 まんべん な く 遺跡が分布し

て い る と 感 じ ます (図 1 ・ 2 の上段) 。

こ れに対して、 弥生時代には遺跡の分布が高知平

野に特に集中して、 中村平野にも小 さ な中心ができ

て いきます (図 1. 2 の下段)。 こ の よ う な一極集中

的 な 在 り 方 は 、 古墳時代から古代律令国家の時期に
かけて さ ら に強 ま っ て いき、 中世には再び高知県 下

に広 く 遺跡が分布す る よ う にな り ます。
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図 2 高知県遺跡の密度分布等値線

(上 : 縄紋時代， 下 . 弥生時代)

縄紋時代には比較的 ゆ っ た り と 居住して、 海の

幸 と 山の幸を交易する と い う よ う な 在 り 方も可能で
あ っ たでしょ う Jこ れに対して弥生時代には平野中

心の居住 と な り 、 資源争奪の契機も増加した と 思わ
れ ます。

居徳遺跡に戻 る と 、 その存在地点が縄紋時代の

遺跡分布 の中心縁辺であ る と 同時に、 弥生時代の遺
跡の分布 の ま っ ただ中に位置して い る と 考 えられ ま

す。

居徳遺跡の存在地点 と 豊富 な 発 掘情報に は大変

重要な意義があ り 、 今後 さ らにその意味の解明を進
め て い く 必要があ る と 思い ます。

ど う もご清聴有事I� う ござい ました。

l 石井紫郎 ・ 宇野隆夫 ・ 赤津威 『武器の進化 と 退
化の学際 的研究』 日 文研叢第27 冊、 国際 日 本文

化研究セ ンタ一 、 2∞2 年。
2. 奈良文化財研究所遺跡デー タ ベー ス に基づいて

解析した。 助力頂い た 奈良国立文化財研究所森本

晋氏に感謝の意を表する。



縄文時代に お け る戦争の動機 と 背景

小林 達雄 (国学院大学)

ご紹介に預か り ま し た 、 小林でござい ま す。

人間 も 地球上 に お け る生物の一員であ り ま し て 、

いわば自 然的秩序の 中 の 1 つ の要素であ り ま す。 そ

う いった意味では も ち ろ ん動植物 と は大きな差異が
あ り ま すけれ ど も 、 一 方では見方 に よ ってはですね、

共通 し た 、 その行動だ と か、 或いはそう い う 行動を
起こす動機やパ タ ーン な ど に 共通 し た も のがあ り ま

す。 戦争ー と い う の も その性格は人間だけに 見 ら れる

も の ではあ り ま せん。 つ ま り 、 ま ず戦争が ど う い う

も の か と い う 定義を人間の世界だけ に 限 っ て考える

こ と をや め に し て、 戦争を改 め て捉え直す と ど う い
う こ と に な る か 、 と い う こ と であ り ま す。 色々な 戦

い と い う のは、 昆虫の世界 に も あ る 、 も ち ろ ん植物

の世界に も あ る 。 自分の種を ど う 相続 し て い く か と

い う こ と に つ い ては、 蛾烈な戦いが、 文化的な表現

に過 ぎ る か も し れ ま せんが、 人や小動物、 図体の大

きな大形動物に至る ま で、 共通 し た も のがあ る こ と

に 注 目 する 必要があ る の ではな いか。 その中で、 人

間が一 方では確かにはっき り と 戦争 と い う 行為にお

いて、 特徴的な大きな差があ る と い う 、 これ も 認め
な い わけにはいき ま せん 。

ミ ツ バ チ も その 襲 っ て く る 外敵 に 対 し て は集団

で戦いを挑んでいき ま す。 そ う ではあ る けれ ど も 、

その行動は遺伝子に組み 込 ま れた行動であ る 。 と こ
ろ が人間 の戦闘行為 と い う のは、 遺伝子に組み込ま

れて いな い行動であ る と い う 点 に おい て重大な違い

が あ る 。 例 えば、 動機におきま し て も 社会的、 文化
的、 経済的、 さ ら に政治的、 宗教的、 今 イ ラ クでの

激 し い戦争には宗教的な要素がある わけです。 そ し

て 一 方では実は縄文時代には戦争が無かった、 或い

は弥生時代以降か ら 戦争がは じ ま った と い う 、 非常

に分か り やすい、 そ して一 方では議論 も 多 く 呼ぶ と

こ ろ の 考 え方であ り ま す。 そ う いった話を踏 ま えた
上で少 し 考えてみた い と 思い ま す。

実は今 日 の高知新聞 に 、 福井勝義 さ んが戦争 と 宗
教 に つ い て 1 つ の視点を示 さ れて お ら れる のですけ

れ ど、 実は経済的 と か、 政治的と か宗教的い う こ と
と は別 に 、 む し ろ そ う し た ア フ オ ー ダ ン ス以前に極

め て人間 自 体に根差 し た動機に よ る 、 い わ ゆ る 人間

的、 心理学的 な そ う い う 動機 も あ る 。 心理的、 心理

学的な動機 と い う の は ど う い う こ と か と い う と 、 そ

う い う こ と を し ない で‘はい ら れな い と い う 衝動、 あ

る い はあ る緊張感を 自分達 自 ら が作 り 出 し 、 その緊
張の解消の為に攻撃的な 行為を他の集団に対 し て 行

う と い う こ と があ る 。

と こ ろ で 戦争の定義 に つ い て は 、 い ろ い ろ な 考

え方があ っ て 、 相 当 な聞きも あ る 。 本格的な戦争 と
い う のは弥生時代 か ら はじ ま る んだ、 それ以前の縄
文時代に は戦争が無 かっ た と い う 考えが広 く 受け容

れ ら れて い る 。 そこには動機における 心理学的な面

が少 し抜け落ちて い る のではないだろ う か と い う 思

いがす る 。 例 えば縄文時代の 人 たち と 同 じ よ う な 文

化或いは言語世界に生きる 、 太平洋を隔 て て 対 岸 に
陣取って 、 あの ト ーテ ム ポールを立てた人たち、 こ

の 人たちはどちら か と い う と 弥生 時代 と い う よ り も

縄文時代 と 同じよ う な文化的 な 内容を も って お り ま

す。 そ し て 共 に高度 な 充 実 し た そ し て 個性的な文

化を創 り あ げてお り ま し て 、 彩、は本格的 な農耕を持
た な い 東西の両横綱 と い う 風に位置付け て お り ま

すが、 彼 ら も 戦争を し ま す。 経済的な戦争 も あ り ま

す。 例 えば、 奴隷を手に入れる た め と かですね。 そ

う いった も の も あ り ま すけれ ど も 、 面白 い部分がで

すね、 損得勘定抜きで戦争 と い う も のが起こる場合

が あ る 。 と く に 、 自分の領土を黙って通過する 、 た
だ通過する だけでは全 く 彼 ら に損害は無いわけです

けれど も 、 それを許 さ な い。 で、 挨拶がな い と い う

こ と だけで戦争に も お よ ぶ と い う のが少な く な い。
実は私たち子 ど も の頃にですね、 隣の部落の人たち

と i淡い 、 戦争を し ま し た。 集団で。 集団での応酬行

為 と い えばそれ も 戦争のー形態か も しれ ま せん。 少

な く と も 模擬戦争ではあ る 。 そう い っ た も の を大人

が率先 し て起こすと 正真正銘の戦争 と な り ま す。 つ

ま り 人 間 の 戦争の 中 に は尊厳性を傷つ け ら れ る と

か、 そ う い う こ と がですね、 極 め て 大きな動機 と な

る 、 と い う こ と であ り ま す。 で、 色 々 問題を抱えて

お り ま すけれ ど も 、 赤i峯威 さ ん の 冒頭陳述 の 中 で、
戦争 する も の と い う のは、 人類が狩猟 と い う も のを

非常に重要な行動の l つ の 中 に 組み込んで、い る けれ

ど も 、 その延長線上或いは出発点はそ こ にあ る か も

し れ な い と い う のがひ と つの可能性 と し て指摘 さ れ

ま し た。 そ う い う と ころ に戦争と い う も のの道筋を

辿ろ う と さ れ ま し た。 私は別の観点か ら 戦争を考え

て み た い と 思い ま す。

人 類 の 歴 史を大 き 〈 分けて み ま す と 、 第一段階、
その第一段階 と い う のがい わ ゆ る 旧 石器時 代 に 当 た
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る 。 その第一段階の旧石器時代 と い う のは、 遊動的
な生活 し て お り ま し て、 見た 目 には ゴ リ ラや チ ン パ

ン ジ ー と あ まり変わ ら な い 。 で、 そう い う と き には

多少の衝突はあ っ てもですね、 先ほ どの字野 さ ん の

定義によ る と 、 争い 、 戦い、 戦争 と い う 段階があ る 。

そ う い っ た意味に対応す る戦争的と し て の、 極めて

特殊な特徴 と い う ものが第一段階には無 い。 そ し て
遊動的な生活 と い う のは人類が自 然、的秩序の中の一

員 と し て組み込まれてい た 。 と こ ろ が第二段階 と い

う の は実は、 定住的な生活を、 こ れは赤津 さ んも指

摘 さ れてお り ますけれ ども、 定住的な生活を営む よ

う に な っ た と い う こ と は、 自然界のー画を切 り 取 っ

て、 人 間 が 自 分 の 為 に 自 分のもの と し 、 自分に よ る
空間を確保す る こ と です。 そ う な り ます と ですね、

その領域を守る と い う こ と で縄張りをこ こ に 自 分が

定め る 過程で、 少な く と も潜在的な 争 いが生 まれる 。
例 え ば縄文時代でも湧 き 水が と ても豊富 な と こ ろ に

は大遺跡があ っ たり と か 、 そ う い う 色 々 な条件が大

遺跡を支えております。 だか ら そ こ か ら 弾 き 出 さ れ

た集団は条件の悪い と こ ろ に住みつ く わ けです。 だ

か ら そ う し た場所取りの状況 の 中 か ら 戦い に発達 し

たのです。 また、 ト ーテ ム ポ ー ルを立て た人たちの

聞では、 サ ケが一番よ く 捕れる場所 と い う のは有力

な集団が占拠 し て い る わけです。 そう し た陣取り合

戦があ る けれ ども、 その面積を拡大 し て い く と い う

方向には向 い て い き ません。 まずそれを権保す る こ

と です。 その確保する と い う こ と に お い てちょっ と

領分の横を通る 、 黙 っ て績切 る と 、 それに対 し て け
し か ら ん と い っ て戦争がお こ る と い う こ と があ る の

です。

と こ ろでその第二段階 と い う のは、 日 本に お い て

は旧石器時代が終 わ っ て縄文時代に突入する こ と を

意味 し ますが、 イ ラ ン ・ イ ラク方面での第一段階か

ら 第二段階への飛躍は、 その土台が遠い ます。 つま
り 農耕を土台に し て い る のです。 そ して ムラが出現

する わけです。 ム ラ と い う のは、 極めて重要な 歴 史

的な人類史的な 意義を有する ものですけれども、 日
本列 島 に お い て は農耕 と は関係あ り ません。 縄文は

新石器文化であ る か ど う か と い う こ と はあ ま り 問題

にな ら な い 。 その中近東の ほ う の第一段階か ら 第二

段階へ、 日 本列島にお け る 第一段階か ら 第二段階へ

と そ う い う 風 に事情が違 う んだ と い う こ と であ り ま

す。 新た に生活領域縄張 り を持 っ て い る 。 縄張 り を

持 っ て い る と い う こ と は、 例 え ば土器の様式だ と か

ですね、 そ う い う き ちん と し た様式が見 え 隠れ し な
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が ら 、 同 じ 集団領域をずっ と 何百年にもわ た っ て維

持 ・ 継続 し て い く と い う こ と があ り ます。

と こ ろ が、 縄文時代が終わ っ て次の弥生時代 に 入
る と い う のは、 まさ に 日 本列 島 における 第二段階か

ら 第三段階へ と 大 き な飛躍の時を迎 え る わ けです。

日本における 第二段階か ら 第三段階 と い う のは、 今

度はその面積、 自 分達の居住する 生活舞-台 と し て の

領域の面積を拡大 して い こ う と い う 、 そ う い う 明確

な 目 的をもっ動機が入 っ て く る わ けです。 そ う い う
動機は人類 に と っ て避け難い不幸な動機であ る と い

う のが、 私の尊敬 し てい た佐原 良 さ ん の考 え です。

そ して そ こ か ら が戦争だ と い う わけです。 縄文時代

の戦争 と の 違いです。 そ う い う 領地をf広げて い く と

い う こ と は、 古墳時代以降にな る と 今度は政治的に
ですね、 ク ニ 作 り と い う もの と 結びついて戦争を引

き 起 こ す よ う に な る 。 それ以降、 植民地主 義 と か、

い ろ ん な意味での戦争の動機 と その方法、 戦術 、 手
段、 武器 と かに よ っ て特色づけ ら れ る 戦争のバラエ

テ ィ ー が継起 し て き て い る 。

縄文時代には縄文時代 の 中 か ら 生 まれた戦争が

確かにあ っ た。 戦争 と 関 わ っ て傷ついて き た人 々 は

少な く ない。 そ し て先ほ どの中橋孝博 さ んの話にも

あり ま した けれ ども、 埋め ら れて い た幾十倍もの戦

死者がい たのではな いか。 それか ら 骨に達 し な いダ

メ ー ジを受けて死んだ人の数はものすごい た く さ ん

い る わ けだか ら 、 骨に傷が つ い た 例 が何 % あ れば、
戦争 の証拠にな る と い う ものではな く て 、 ゴ キ ブ リ

一匹家に百 匹 と い う 原理か ら 見て い く と すれば、 2

- 3 例 の傷つ いた人骨があれば、 何百人もの死者が

いたこと を物語る と み て よ い。 一番古いのは、 早期

の成人男性の愛媛県の上黒岩洞簡出土例です。 と 言
う の はですね、 シ カ の 角 でで き た 15cm く ら い の 、

鹿角 製の鈷が、 後 ろ の お尻に突 き 刺 さ っ て い る 。 そ

の後の縄文時代全般をみ る と 、 石室族の刺 さ っ た上腕

骨、 打撲に よ る 頭骨の損傷例 な ども知 ら れ て い る 。

先頭におい て は し ば し ば、 右手で攻撃 し な が ら 、 相

手の攻撃を左手で防御 し て骨折 し た り する 。 ト ー テ

ム ポー jレを立てた連中 の人骨にもその損傷の比率は

ものす ご く 高いのであり ます。

それか ら 、 居徳は非常に特殊な人骨の出方を し て

お り ま して 、 こ れは松井章 さ んか ら もお話があ り ま

し た よ う に 、 も し か し た ら 戦争じ ゃ な い かも し れな

い 。 も し か し た ら 、 奴隷かも しれない。 例え ば、 こ

ん な奴隷、 俺の財産な んだか ら、 俺の持ち物なんだ
か ら と 一人や二人殺 し ても大 して響かない。 それ ぐ



ら い俺は財産を も って い る んだ、 と い う 風な そ う い

う 示威競争の為に奴隷を殺すと い う こ と が、 ト ー テ
ム ポー ルを建てた人たちの閣で も あ る 。 そ う い う 例

をみてきま す と 、 青森県三内丸山、 こ れは縄文時代

中期ですけれ ど も 、 整列 し た墓があ る の ですが、 一

方ではやっ ぱり谷間 か ら 、 人骨がバラバラ の状態で

出土 し てきて い ま す。 そ う いった意味で、 パ ラ パ ラ

の 人骨の事情には複雑な も のがあ る 。 そ し て頭の無

い も のが二体、 千葉県松戸市子和清水貝 塚か ら 出 て
おります。 あ る いは腕の骨 と 足の骨を井桁に組んで、

真ん中に頭の骨を置 く 例があ る 。 こ れは、 古いお墓
を暴いて 、 そして埋葬 し 直 し た んだ と い う よ う な 考

え 方があり ま すけ ど も 、 果た し て そ う な のか ど う か、

儀礼的戦争の延長線上の襲撃 と し て の儀礼的な こ と

も 考 え ら れ ま す。 そ う いった例は沢 山 あ る のですけ

れ ど も 、 別の機会に と い う こ と で、 時間にな り ま し
たのでこ れで終わりた い と 患 い ます。 有難 う ご ざい

ました。

高知 県土佐市居徳遺跡群 に つ い て

曽 我 貴行 (高知 県立埋蔵文化財センター )

遺跡の位置と調 査の概要

居徳遺跡、群は、 高知 県土佐市高岡 町に所在する。

遺跡は 1 996 年、 四国犠断自 動車道建 設に伴 う 確 認
調査によってその所在が明 ら か と なり、 1 997 ・ 1 998

年の2か年にわたって、 25673m2 の範囲につ い て 発

掘調査が実施 さ れた 。 遺跡は仁淀川西岸の沖積平野

に潜在する 4 つの丘陵(埋没残丘) と 、 その聞に位

置する 低地部分に またがって立地 し て い る 。 遺跡、の
範 囲 は東西約400m、 南北約 700mにわ たり、 遺跡

の現地表の襟高は 9m 前後であ る 。 縄文時代後期 ~

中世の複合遺跡で、 集落跡、 祭杷跡、 旧河道な どの
性格を有する。 集落の本体部分は確認できな かった

が、 集落に接する 斜面堆積層 の広範囲な調査に よ っ
て 、 50 万点以上 と 推計 さ れ る 多量の出 土遺物が得

ら れた。 また、 旧i可道や斜面地形を覆ってい た粘土・

シ ル ト の堆積中には、 潤沢に水分を た た え た低湿地

環境が存在しており、 木製品や動植物遺存体 、 j奈塗
り製品な どの資料に対して 、 きわめ て 良好な保存条

件を提供 し て いた。

遺 跡 の 中 心時期は、 縄文時代晩期 と 古墳 時 代で

あ る 。 縄文時代晩期の代表的な遺物と し ては木胎漆

器 ・ 木製鍬 ・ 土偶 ・ 「居徳人骨.J . 大洞式土器をあげ

る こ と ができる 。 木胎漆器は輩状の器形を呈 し 、 外

面に流麗 ・ 繊細 な文様を朱漆で描 く 。 木製鍬は、 弥

生時代以降の も の と は異 な る 独特の舟底形の形状を

なし、 1 点の木製鍬は 14C 年代測定法 に よ り 7 90 :t 
15 -25 年 c al BC の年代が得 ら れ て い る 。 県下初

の土偶は頭部~上半身 の破片で、 残存長 18.2cm の
大型品であ る 。 人骨は大腿骨 な ど25 点が 出 土 し て

おり、 う ち数点 については、 矢の 貫通痕や創傷痕 

刺突痕な どの 人為的な損傷が認め ら れ る 。 l 点の 人
骨 か ら 採取され た ゼ ラ チ ン コ ラ ー ゲ ン か ら 、 14C 年

代測定法に よ って Cal BP3210 - 3080 年 と い う 結果

が得 ら れて い る 。 大洞式土器は、 縄文時代晩期末の

突帯文土器 と 弥生時代前期前半の弥生土器 と に伴出
し、 縄文~弥生移行期の広域な 交流を示す資料 と し

て 注 目 さ れ る 。 こ の ほ か 、 縄文晩期の土器・石器類

が大量に出土 し て おり、 県下の 当該期の調査事例 と

し て は画期的な成果 と い え る 。 一方、 古墳時代に関

し て は、 土師器 ・ 須恵器 - 手づ く ね土器 ・ 勾 玉 - 土

製模造鏡・ 木製品な どの遺物が大量に出 土 し て おり、

こ れ ら は水辺の祭杷行為に伴 う も の と 考 え ら れ る 。

県下屈指の縄文晩期遺跡、であり、 同時に県下屈指の

古墳時代祭杷遺跡であ る 。

4D 区 ・ 「 捨 て 場 J の状況

4D 区は、 北西 か ら 南東方向へ延びる 正陵の北東

側斜面に接 し た位置にあ る 調査区で、 その大半が南

西か ら 北東へ と 傾斜する斜面地形をなして い る 。 こ

の斜面地形は沖積低地に埋没した丘陵(埋没残丘)

の裾部に 当 た る も の で、 その 傾斜は北東 方 向 に 向

かつて 徐 々 に緩やか と なり、 や が て ほ ぼ平坦な 自 然

流路域へ と 移行す る 。 4D 区 の北東側 には自 然流路

域に対応する 調査区であ る 4C 区が隣接 し 、 縄文晩

期中葉~後葉初頭の旧河道か ら 木胎漆器・木製鍬が
出 土 し て い る 。 ま た 、 かつて4D 区の 斜面 上 方 に

あった丘陵地形は、 近代以降の 削平の た め に現存 し

ない。
4D 区 南 部 の 現 地表 下約2m 付 近 に お い て、 泥

炭状を呈す る 黒色土層を検出した。 同層は東西約

12m、 南北約20mの範囲に分布 し 、 最深部では 1 m

に達す る ほ どの層厚を有する 。 そ し て 多量の土器 ・

石器に 加 え て 、 約 3∞0 点の獣骨類が、 潤 沢 な 水分

を介 し た 「水漬け」 の状態を保た れ た ま ま現代 ま で
遺存 し 、 出土 し た。 ま た こ の層の下面には、 南西方
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向 か ら の急傾斜面と 斜面下方の窪地が完全に埋没 し

て い た。 以上の よ う に 、 食物残涼である 獣骨・類 を は
じ め と す る 生活廃棄物が、 急傾斜面 ・ 窪地 と い う 地

形 を 考慮 して 限定 的 に投棄 さ れ た と 理解で き る こ と

か ら 、 こ の黒色土層は選択性に基づい て 形成 さ れ た

廃棄物の堆積層であ る と 考え ら れ、 す な わ ち往時の

「捨て場j と の位置付 けが理解 さ れ る 。 人骨 は こ の「捨

て場J 出土の獣管類の 中 か ら 、 松井主主先生 ・ 中橋孝
博先生の手 に よ っ て発 見 さ れた。 出土地点 を 記録 し
た も のでみる 限 り 、 人骨の出土位置 に ま と ま り はみ

ら れず、 散在 し た 状況 を 呈 し て い る 。

人骨以外の出土遺物 は、 縄文晩期七器、 土!問、 石

器、 獣骨類約 6 万点であ る。 晩期土器は 、 粗製深鉢 ・

精製深鉢 と 、 黒色磨研の鉢 ・ 浅鉢等で構成 さ れ る 。

粗製深鉢に亥IJ 目 突帯文土器 を 少量含んでいる こ と か

ら 、 縄文晩期 中葉~後葉に位置付け ら れる も の と 考

え ら れ 、 当地では土佐市 ・ 倉 岡遺跡、 を 標式 と す る 「 倉

岡式土器」 に該当する段階の も の と 理解 さ れる 。 約
3∞0 点の獣骨 の 中 で は ニ ホ ン ジ カ が最 も 多 く 、 ニ

ホ ン ジ カ 、 イ ヌ がこ れ に 続 く 点 数 を 占 め て い る 。 そ

の ほ か 、 サ メ 類 、 ニ ホ ン ザル 、 ヘ ダ イ 、 タ ヌ キ 、 オ

オ カ ミ 、 ノ ウ サ ギな どが硲認 さ れて い る 。

「居徳人骨」 か ら み た居徳遺跡群

「居徳 人骨」 の特異性 に つ い て 、 も はや私が記 す

べ き こ と は何 も な し 、。 ま た 、 「戦争J があ っ た の か
ど う か に つ い て も 、 荘、の 立場か ら 記せる こ と は何 も

な い。 「居f恋人骨j と は、 受傷 し た一群 を 含 む 25 点

の 出土人骨であ り 、 松井章先生の御鑑定 に よ っ て 、
少な く と も 1 1 人 の 人 間が弓矢で足 を 射 抜かれ る 」
事態があ っ た こ と を物語る のみであ る 。 そ こ に 「平

穏 さ J の対極に あ る 「もの」 が多 く l奥 ぎ取れそ う だ、

と い う こ と ま では 私 に も 理解で き る 。 こ れが招かね
ばな らぬ事態の結末であ っ たの か 、 招かれ さる 事態

に よ る 終局の絵図であ っ たの か 、 夜、 に は分 か ら ない。

し か し こ の 間 に も 、 居徳遺跡群の中では縄文 か ら 弥

生への動 き が進みつつ あ っ た こ と は 、 「木製鍬」 や 、

「大陸系の骨角器J や 、 「金属器使用の可能性」 や 、

「食用 と さ れた イ ヌ jや 、 「 イ ノ シ シ 家苔化の可能性」
な どの事象か ら 十分に窺い知る こ と がで き る 。 そ れ

と 同 時 に 、 東 日 本地域の縄文土器文化の影響 を 直接

的に受け 入れ続けていた と い う 、 あ る種の 「二面性」

の よ う な色彩が私に と っ て は と て も 強烈 な印象であ

る 。
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小林達雄先 生 は 御 講 演 の 中 で 、 「 ゴキ ブ リ l 匹、

家 に 100 匹」 と い う 例 え を 用 い ら れ た。 「考古資料

と は 、 幸運に も 現代 ま で消 え ず に 残 り 得た 、 当時の
生 活 文化遺物の ほ んの一部で あ り 、 その背景 に は た

く さ んの消滅 し た こ れらのものが存在する のだj と

い う 、 考古資料の も つ特殊で重大 な 側 面 を 説 き 導 く 、

尊い御指摘で あ る 。 居徳遺跡群の事例 と は 、 故 人 に
は ま っ た く 失礼であ る が 、 ま さ に r 1 J!f 自 の ゴ キ ブ

リ j であ ろ う と 、 夜、は考 え て い る 。 わずか l 例 か ら

事例本来の総量や その 出現頻 度 を掴 む こ と は、 き わ

め て容易で な い こ と で あ る が、 r 1 匹 目 」 の 発 見 は 、

間違い な く 1 2 匹 目 」 発見の時期 を飛躍的 に 早 め る
こ と に つ ながっ て い る だ ろ う 、 と 想像 して い る 。 そ

れに し て も 、 「前例のな い と こ ろ に初 例が見つ か る 」

と い う 事態 は 、 「 初 例 に つ い で 2 例 目 を 追加 す る J

と い う 動作 と は比較に な ら な い各種 「飛躍」 を 伴 う

と い う こ と を 、 今回ほ ど痛 く 実感 し た こ と は な い0

�t1.* 

今回の高 知県に お け る 学会 、 な ら びに シ ン ポ ジ ウ
ム の開催は、 その開催地 に 住 む者 に と っ て は望外の

向学機会 . J陪講機会の来臨であ り 、 当 地の関連分野

に お け る 学 史上の大 き な事績 と な り ま し た。 最後 と

はな り ま し たが、 学会、 な ら びに シ ン ポ ジ ウ ム の 開

催 に つ いて御尽力賜 り ま し た 、 福井勝義先生 を は じ
め と す る 日 本ナ イ ル ・ エチ オ ピ ア学会の先生方、 御

講演 を 賜 り ま し た 5 人の先生方、 種 々 の御協力 を 賜

り ま し た関係者の皆様 に 対 し 、 深甚の謝意 を 表 し ま
す。

図 1 : 40 区 「捨て場」 完掘状態 (北東よ り )



悶 2 : 調査 |濁 3 : r捨て場J の土層推移i状況 (北阿 よ り )

図 4 : 縄文晩期土器出土状態 図 5 : 鹿角 出よtl(�

l刻 6 ・ イ ノ シ シ 下顎骨出上状態

21 


